









Prognostic value of Doppler transmitral flow patterns and cardiac 
natriuretic peptides in patients with chronic congestive heart failure 
admitted for episodes of acute decompensation 
(慢性心不全患者の急性増悪時における左室流入血流速波形および血祭ナト
リウム利尿ペプチドによる予後の推定)















145pg/mlおよひび865:t559pgl mlと両者とも著明に上昇していた。 17例 (52%)は血策BNP値>700pg/mlで・
あった。 DcTは血紫AJ¥P価(ro一一0.41.P=O.017)および血策BKP値 (r~-0.50， P=O.003)それぞれと相関
を示した。特にDcTとi血紫BNP値の相関は良好であった。
3ヶ月の経過中、心臓死が 5例あった。 Cox単変量解析ーによる心臓死lこ対する短期予後の予測では、



















著明に卜界していた。 17例 (52%)は血紫B:-JP値>700pg!mlであった。 DcTは血紫A:-JP柄 (r一一0.41，
jl=O.017)および血祭HNI予備 Cr=-0.50. P=O.003)それぞれと相関を示した。特にDcTと血衆B:-JP値の相
関は良好であったG
3ヶ月の経過1"1、心臓死が 5例あった。 Cox単安置解析による心臓死に対する同期予後の予測では、
DcTく120m!>氏、かっ血紫BNP値>700pg!m!:i最も強い予後規定凶子となり(x主=5.87，ド=0.015)、心臓死
に対して感度は80%、特異度は86%であった。またKaplan-Meier法による生存率の検討においても、 DcT
<120msecかっ血禁BNP値>700pg!mlの群は有，患に生存ギが低下していたCP=O.OOl)。
以上より、 ドプラ心エコー岡法による芹ー室拡張能の評{ilおよび血紫BNド値の測定は急性増恵をきたした
慢性心不全患者の短期予後予測にきわめて有刷であることが不された。本研究は今後、非侵襲的かっ簡便
な検査法による心不全患者の予後評価に寄与する点が少なくないと考えられる。よ勺て、本研究者は、博
士(医学)の学位を綬与されるに値するものと認められた。
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